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【人事異動】   
研究・教育・大学運営の全ての而にわたって活躍を続けて来られた原康夫教授が平成9  
年3月31日をもって定年退官された。   
【研究活動】   
素粒子理論グループにおいては、格子ゲージ群論の数値的研究と、超対称場の理論の数  

























Calabi－Yall多様体のミラー写像と平坦座標について活発に研究が行われた。   
以上の二分野に加え、量子力学基礎論の研究も引続き追求されている。  
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一 2 一   
た（論文7，12，13，16）。  
（4）格子上のハドロン質量と崩壊係数の精密測定   
格子QCDのクエンチ近似でのハドロン質量を数パーセントの精度で求めるために  










でも、回転対称性やスケーリングが高い精度で実現している事を示した。これから計   
算されるストリングテンショングを輔いて、SU（3）ゲージ理論の相転移温度を計算   
し、㌫／、β＝0・656（4）を得た（論文13，17）。  
（6）QCDの真空構造におけるフレーバー数依存性   
1Vilsonクオーク作用を用いた格子Q〔プDの数値シミュレーションによりクオークの   
閉じ込めとフレーバー数Ⅳダの関係の研究を行なった。我々の以前の研究により、   
Ⅳダ≧7の場合強結合極限でもクオークが閉じ込められないことが示されているが、  
それを有限のゲージ結合定数の場合に拡張し、フレーバー数300までのシミュレー   
ションを行った。Ⅳfl≧7の場合のクオークが軽い領域で出現する非閉じ込め相にお   
ける物理量の振る舞いが、自由Wilsonクオークの∬＞∬。におけるそれとよく似て   
いることを示した。またⅣF＝240の場合の非閉じ込め相における繰り込み群の流れ  
が、強結合領域においても摂動論の結果となめらかにつながる速さであり、結合定数  
の全域で固定点を持たない赤外自由な理論（自明な理論）であるらしい事を示した。   
これらは、7≦Ⅳダ≦16で赤外固定点が存在することを示唆する（論文14）。  
（7）パリティ・フレーバー対称性の破れと格子QCDの相構造   
Wilsollフェルミオン作用を用いた格子QCDの相構造は、パリティ・フレーバー対称   
性の自発的破れに基づいて理解できることが明らかになりつつある。この理解をさら   
に深めることを目的として、ゼロ温度の場合（論文22）と有限温度の場合（論文26）   
の数値シミュレーションを実行し、特に有限温度相転移のフレーバー数依存性につい  
て、フレーバー数2の場合と4の場合の差異を調べた。  
（8）K中間子のバグパラメタ   
K中間子のバグパラメタβム・は、電弱相互作用のCabibbo一小林一益川クオーク混合   
行列中のCP非保存パラメータの決定に稟要である。この量のクエンチ近似内での値  
を決定するための系統的な数値シミュレーションを実行した。クオーク作用としては   
KogutSusskind型とWilson型の双方を開い、後者については、カイラル対称性   
の破れに対処するために、ChiralWard恒等式に基づく方法を開発して計算を行なっ  
た。両者ともに連続極限への系統的外挿を行ない、その結果は、良い一致を示してい   
る（論文24，25）。  
（9）重いクオークを含む中間子の崩壊定数   
慕いクオークと軽いクオークでできたB中間子やD中間子の崩壊定数も電弱相互作用   
の今後の研究に東要な諸最である。格子QCDによる計算では、重いクオークに伴う  








諸量の連続極限への外挿に関係する問題を論じた（論文  このデータを基に、これらの  
28）。  
（11）核子のテンソルチャージ  
































一4 －   
るが、新しい超ポテンシャルは1変数の無理式で、4次元のヘテロ／ⅠⅠ型超弦の双対   
偉から導かれるE6型Seiberg－Witten曲線に関連するものである。この結果はE6型   
KdV階層性についても、新しい知見をもたらすものと期待される。  
（3）例外型Seiberg－Witten曲線   
梁はWarner（Univ．ofSol1thernCalifornia）と共に、例外群をゲージ群としてもつ   
N＝2ゲージ理論のSeiberg－Witten曲線を考察した。Calal）i－Yau多様体のE7特異点   
を記述するALE柚rationより、E7Seiberg－Witten曲線を導き、この結果と分解   
且7 ⊂且6×こ「（1）のもとでのCasiInir不変景が満たす関係式との等価性を見い出し  
た。同様の方法は、β8の場合にも応用される。  
（4）N＝2超対称Yang－Mil】s理論の非摂動論的構造   
N＝2超対称Yang－Mills理論の低エネルギー有効理論は、プレポテンシャルと呼ばれ   
るヒッグス場の正則関数で特徴付けられる。双対性と正則性から厳密に決定されたプ  
レポテンシャルにより、弱結介領域でフェルミオンの相関関数の振る舞いが予言でき   
る。これは通常の場の理論のInstanton計算で確かめられる物理量であり、この寄与   
を計算することは厳密解を導く際に用いられた仮定の非自明な検証になる。符合直樹   
（KEK／東北大）と私は、1－instantorl効果から導かれるfermionの4点関数を一般の   
ゲージ群の場合や∫U（爪）超対称QCDの場合に計算し，それが厳密解による結果と   
一致していることを確かめた（論文35，36，37）。  
（5）CalabトYau多様体のミラー写像とGauss－Manin方程式   
野口はCalabi－Yau多様体上の周期積分の満たすGauss－Manin方程式をモジュライ空   
間の平坦座標を用いて書き直すことにより、通常のPicard－Fuchs方程式のみならず  
ミラー写像の満たすべき非線型微分方程式を導出した（論文38）。さらに、この方法   
をFermat型のITモジュライ、2－モジュライCalabiTYall多様体に応用し、位相的相  
関関数を決定した。  
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